
昔々、おじいさんとおばあさんがいました。
おじいさんとおばあさんは子供を持っていませんでした。



おじいさんが山に薪を採りに行くと 1本の光る竹がありました。



おじいさんはその竹を持って帰っておばあさにんに見せると、おばあさんは驚き
ました。
すると、竹が勝手に割れて・・・



娘が出てきて二人ともびっくりしました。
この娘はなんと名付けようと考え、かぐやから生まれたからかぐや姫にしよう。



かぐや姫はあまり大きくなりませんでした。
でも、野菜を食べたらちょっと大きくなりました。



ある日おじいさんとおばあさんに言いました。あたし鬼退治にいきたいわ。
えー、まあいいや。気を付けるんだぞ。はい、わかりました。



気を付けますと言って鬼退治に行きました。かぐや姫は勝ちました。
するとかぐや姫は打ち出の小槌もないのにどんどん大きくなり・・・



そして、帰ると二人ともびっくりしました。その夜、月をかぐや姫が見るともう月に
帰ると言って、月に帰って行きましたとさ。
おしまい。


